
元
来
東
門
跡
な
り
。
加
賀
原
と
世
人
は
呼
ぺ
り
し
か

ど
も
、
少
し
其
地
相
違
せ
り
。
加
賀
屋
敷
は
今
の
金

樽
町
の
盛
な
り
。
門
跡
の
弁
‘
今
昌
平
橋
北
の
方
、
原

の
西
南
入
ロ
に
在
り
。
』
な
ど
L
あ
る
の
が
審
考
と
な

る
。
按
ず
る
に
此
の
邸
跡
は
、
後
の
加
賀
原
に
も
金

樽
町
に
も
亙
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
因
に
言
ふ
、

越
菅
賀
三
州
志
来
図
概
閲
覧
に
は
、
明
暦
三
年
七
周
九

日
筋
強
邸
に
、
本
多
丹
下
・
靭
均
奈
左
近
・
坪
内
惣
兵

衛
三
人
に
麗
し
た
同
心
邸
を
加
へ
ら
れ
た
こ
と
を
記

す
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
本
郷
邸
に
閲
す
る
事
貨
を

殺
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ス
ヂ
方
ヒ
パ
シ
折
窪
橋
金
棒
橋
梁
記
に
す
ぢ

か
い
橋
と
あ
る
。
金
樽
町
曾
腕
留
起
に
載
せ
た
元
総

元
年
十
月
捨
子
厨
曹
に
は
、
折
建
橋
番
人
三
右
衛
門

と
記
せ
ら
れ
、
元
総
六
年
の
士
帳
に
は
、
『
す
ぢ
か
い

橋
近
所
六
枚
町
』
と
も
あ
っ
て
、
食
用
用
水
に
架
け

た
惣
械
の
橋
で
あ
っ
た
。
道
硲
が
曲
っ
て
ゐ
た
の
で
、

橋
も
斜
に
架
け
ら
れ
た
震
に
起
っ
た
名
稽
で
あ
る
。

ス
ヂ
カ
ヒ
バ
シ
テ
ィ
筋
遺
構
邸
明
治
三
年
況

用
郎
悶
氏
は
東
京
築
地
邸
の
返
上
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ

の
代
り
に
筋
漣
門
内
に
在
る
稿
山
侯
阿
部
氏
の
萄
邸

七
千
六
百
四
十
揮
を
奥
へ
ら
れ
た
。
こ
の
邸
は
筋
漣

橋
ハ
今
高
世
橋
〉
内
と
も
、
叉
相
生
橋
ハ
今
昌
平
橋
〉
内

と
も
脅
か
れ
て
ゐ
る
が
、
同
一
の
地
で
あ
る
。
同
年

八
周
ま
た
之
を
返
上
し
た
。

ス
ヂ
均
ヒ
マ
チ
折
還
町
金
揮
の
町
名
。
元
線

九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
も
折
港
町
と
あ
っ

て
、
町
名
は
折
強
橋
が
あ
る
に
よ
っ
て
起
る
。

ス
テ
ゴ
捻
子
捨
子
に
就
い
て
は
加
賀
滞
の
貞

享
四
年
四
用
の
令
に
、
『
捨
子
有
之
時
は
早
速
不
及

居
、
共
厨
之
者
い
た
は
り
題
直
に
養
候
欺
、
叉
は
望

之
者
有
之
候
は
ど
可
謹
候
。
急
度
不
及
付
属
候
事
。
』

と
の
幕
令
を
停
建
し
、
元
隊
三
年
十
一
周
・
八
年
十

ス
チ
l

スマ

周
・
十
三
年
七
用
に
も
そ
れ
を
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
。

江
戸
の
邸
外
に
鎗
子
の
あ
っ
た
時
は
、
一
一
時
之
を
滞

邸
に
枚
容
し
、
後
に
亦
希
望
者
に
下
渡
し
た
。

ス
テ
ヨ
シ
ガ
ハ
捨
越
川

4
ミ
ソ
ギ
ガ
ハ
御

蔵
川
。ス

ナ
ゴ
ザ
カ
砂
子
援
河
北
郡
二
俣
の
内
の
小

字。
ス
ナ
ゴ
ゼ
ン
ヤ
マ
砂
御
前
山
能
美
郡
白
峰
の

部
落
か
ら
東
北
に
笛
る
山
。
高
さ
一
三
二
六
米
。
地

質
保
綴
系
。

ス
ナ
ハ
セ
砂
走
江
沼
郡
潮
棒
の
内
の
小
字
。

ス
ノ
ウ
須
能
以
鹿
島
榔
南
三
郷
に
臆
す
る

部
務
。ス

ノ
ウ
タ
=
須
納
谷
口
U

能
楽
部
白
山
下

に
鴎
す
る
部
落
。

ス
ノ
タ
=
須
ノ
谷
江
沼
郡
四
十
九
院
谷
に
臨

す
る
部
務
。
大
事
寺
務
宅
前
凶
利
直
の
時
、
元
除
八

年
八
周
奥
山
髭
右
衛
門
・
村
山
膝
左
衛
門
青
春
行
、

中
尾
久
右
衛
門
売
日
付
と
し
て
、
こ
の
村
の
用
水
工

事
を
行
は
せ
た
。

ス

パ

須

場

mm咋
郡
深
江
の
内
の
小
手
。

ス
ハ
マ
ガ
ハ
洲
演
川
江
沼
郡
に
在
る
。
廻
閥

灘
担
に
加
賀
の
ホ
花
の
次
に
洲
滋
川
が
あ
り
、
そ
の

文
に
、
『
洲
滋
川
と
い
ひ
て
、
共
姿
さ
な
が
ら
隠
な
ど

に
作
り
た
る
す
は
ま
に
、
少
し
も
謹
ひ
侍
ら
ず
。
そ

の
ま
は
り
四
五
町
に
も
像
り
ぬ
ら
ん
か
、
奇
妙
な
る

妥
な
り
。
里
人
の
申
侍
り
し
は
、
相
馬
の
将
門
作
り

た
り
な
ど
語
。
侍
り
き
。
信
用
に
た
ら
ず
。
す
は
ま

川
議
す
み
す
て
し
越
水
の
跡
と
か
見
ま
し
隠
の
悌
。
』

と
記
し
て
ゐ
る
。
洲
讃
川
は
大
型
寺
川
の
下
流
一
部

分
の
稽
で
あ
ら
う
。
江
沼
志
稿
に
『
笈
憩
紀
閲
云
。

申
古
大
器
寺
川
、
此
の
領
ハ
上
木
村
〉
砂
山
の
障
を
流

れ
、
今
の
川
田
此
の
古
川
也
。
其
の
頃
の
川
の
様
子

を
村
閉
X

に
常
時
間
ふ
に
、
川
底
高
〈
砂
入
力
て
、
川
あ

せ
、
渡
越
す
所
も
あ
り
。
水
出
に
は
誕
崩
れ
、
岡
地

倒
ず
る
事
度
々
也
。
今
聞
の
申
所
々
に
号
ろ
有
る
は
、

田
地
に
砂
入
り
た
る
を
片
付
け
た
る
昨
な
り
と
云

々
。
今
案
、
此
の
遜
古
川
の
時
分
の
事
な
る
べ
し
。

す
は
ま
川
と
い
ふ
古
蛾
あ
り
。
下
甑
回
・
萩
生
の
聞

に
あ
る
抑
制
似
・
綾
淵
よ
り
、
三
ザ
村
領
矢
義
の
水
門
よ

り
北
に
向
ひ
て
、
上
木
領
赤
山
の
下
を
経
て
、
砂
山

の
岸
や
・
流
る
と
あ
れ
ば
、
其
の
曲
節
し
た
る
形
、
す

は
ま
に
飽
く
似
た
り
。
』
と
あ
る
も
官
以
て
、
そ
の
位
置

や
・
断
じ
得
る
。

ス
ハ
マ
タ
マ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
須
演
熊
野
紳
結
能

美
郡
須
突
に
在
っ
て
、
今
須
突
熊
野
跡
祉
と
い
ふ
。

式
内
等
萄
枇
記
に
、
『
須
讃
熊
野
神
社
。
須
滋
村
銀

座
。
今
橋
=
熊
野
椛
劉
刊
』
と
見
え
、
枇
臓
の
文
書
に

洲
滋
熊
野
大
櫛
現
と
も
あ
る
。

ス
ヒ
ザ
カ
吸
摂
江
泊
郡
上
河
崎
の
小
字
で
あ

る
が
、
大
禦
寺
務
で
は
一
村
と
し
て
取
扱
号
て
跨
た
。

須
井
坂
又
は
腿
坂
の
字
を
笛
て
る
こ
と
も
あ
る
。
能

美
江
沼
退
治
問
書
に
、
慶
長
五
年
八
周
二
日
山
口
右

京
が
家
間
成

m勝
左
衛
門
・
山
口
一
部
左
衛
門
以
下
士

事
少
々
を
率
ゐ
、
南
郷
の
東
吸
坂
や
・
号
旬
、
そ
の
峠

で
前
回
勢
の
人
敏
を
測
っ
た
と
あ
る
。
後
に
大
物
見

掲
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
。
吸
坂
は
現
に
濁
立
の
部

務
を
成
さ
ぬ
。

ス
ヒ
サ
カ
ヤ
キ
吸
坂
撹
江
沼
郡
吸
坂
に
於
い

て
製
し
た
陶
器
で
、
吸
坂
の
土
を
用
ひ
、
叉
は
丸
谷

の
土
を
混
用
し
た
。
施
要
線
集
に
、
『
貞
享
二
年
三
用

務
醗
池
久
保
次
郎
兵
衛
、
吸
坂
山
の
土
に
て
焼
物
仕

初
。
や
き
物
場
上
河
崎
領
に
わ
た
る
。
』
と
し
、
笈
憩

紀
聞
に
は
替
醸
池
を
帯
提
泊
に
作
る
。
従
来
こ
れ
は

都
内
涛
提
村
の
認
で
あ
ら
う
と
せ
ら
れ
た
が
、
京
都

の
御
審
隣
地
の
工
人
が
来
た
の
で
あ
ら
う
と
す
る
説

も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
は
、
何
人
が
と
の
陶

窯
を
経
管
し
た
か
、
叉
は
知
何
に
し
て
京
の
陶
工
が

こ
の
地
に
来
る
に
去
っ
た
か
の
研
究
が
、
筒
残
さ
れ

て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
大
型
寺
藩
御
算
用
語
年

代
担
元
職
十
三
年
の
僚
に
、
『
二
周
八
日
吸
坂
焼
物
師

次
郎
兵
衛
、
叉
笛
年
よ
り
焼
申
度
冒
。
依
v
之
里
山
瀬
村

領
之
内
廷
遜
に
而
、
松
木
二
棚
買
議
申
様
願
上
、
願

之
遁
被
仰
付
、
其
逝
松
奉
行
へ
も
申
渡
す
。
』
と
あ

り
、
文
江
沼
志
稿
に
は
、
『
吸
坂
。
昔
陶
器
を
製
す
。

元
隊
十
三
年
八
月
止
む
。
中
古
宮
丸
屋
宇
兵
衛
瓦
を

焼
き
、
暫
く
に
し
て
燐
す
。
近
年
源
太
郎
瓦
を
焼
〈
。

今
援
す
。
ま
た
同
人
陶
器
を
俊
〈
。
暫
く
に
し
て
陵

す
。
』
と
も
あ
る
。
近
年
と
は
突
保
の
初
頃
で
も
あ
ら

う
。
吸
坂
焼
は
礁
味
が
あ
っ
て
、
茶
器
に
使
用
せ
ら

れ
る
も
の
が
多
い
か
ら
、
古
九
谷
焼
よ
り
も
先
行
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
や
・
従
来
の
活
設
と
し
た
が
、

文
献
の
上
か
ら
は
貞
亭
二
年
以
前
に
抑
制
る
こ
と
が
で

き
ぬ
。ズ

フ
ソ
ン
セ
キ
園
鰭
村
籍

J
エ
ツ
ト
ガ
サ
y

y
ユ
ウ

y

越
菅
賀
三
州
志
。

ス
マ
キ
測
巻
珠
洲
榔
若
山
庄
に
屈
す
る
部
務
o

'
h

マ
キ
淵
巻
珠
洲
郡
東
山
中
の
内
の
小
字
。

ス
マ
ヒ
住
居

J
オ
ス
マ
ヒ
御
住
居
。

ス
マ
ヒ
ガ
パ
バ
・
相
模
ヶ
馬
場
白
山
の
萄
市
，
瀬

温
泉
か
ら
の
登
山
賂
に
在
る
。
越
前
名
蹟
考
に
、
『
宇

墨
詐
り
管
り
て
卒
か
な
る
腕
あ
り
。
俗
に
は
相
撲
ヶ

馬
場
と
い
ひ
て
、
初
め
て
拳
詣
の
人
に
す
ま
ひ
と
ら

す
る
と
い
ふ
。
昔
は
室
有
て
宿
の
跡
と
見
え
た
り
。
』

と
担
す
る
。

ス
マ
フ
相
撲
加
賀
務
で
力
士
を
旅
す
る
こ
と

は
、
前
田
利
長
の
時
に
順
穫
が
居
り
、
利
常
の
時
に

相
模
之
者
と
縛
す
る
も
の
が
居
た
の
で
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
後
は
絶
え
て
之
を
見
ぬ
。
士
康
の
角
低
に

四
五
三


